



Photherapy with blue and gren mixed light is as efective against uncojugated jaundice as blue 
light and reduces oxidative stres in the Gun rat model 
(和訳)
高非抱合型ピリノレピン血症に対する光療法における青色と緑色光を混合した光療法は青色光単色





一方、近紫外部の青色光は波長 40nm に近い短波長域で細胞 DNA 傷害を惹起することが知られて
いる。また、香川大学大西らにより波長 510nm の緑色光においてもピリノレピンの光学異性化が起こ
ることが報告され、緑色光(蛍光管)による光療法も青色光と同様、本邦で臨床使用されてきた。
LED は波長域や放射照度をより厳密に調整できることから、 「光J の生体に及ぼす影響を詳細に
検討しうる。本研究は、 「青色光」と「緑色光J としてLED を使用し、黄症に対する両波長域の有
効性(血清総ピリノレピン値およびアンバウンドピリノレピン値の減少比)および副反応 (DNA 損傷マ
}カーで酸化ストレス反応を表す尿中 8-0HdG; 8-hydrox2'-eyguanosIe の増加比)を高非抱
合型ピリノレピン血症モデ、ノレで、ある Gun rat を用い検証した。
Gun rat は青色LED3 種 (40nm 未満の波長を含むもの、フィノレタ}で 40nm 未満の波長をカット
したもの、フィノレタ}した青色 LED の放射照度を 1/2 量に減したもの)、緑色 LED 、mixed LED (フィ
ノレターした青色LED と緑色LED の放射照度を半量ずつ組み合わせたもの)、計 5 種類のLED 照射器で
各々 24 時間ずつ光療法を行った。
治療効果は青色LED (フィルタ}の有無にかかわらず)にみられたが、放射照度を 1/2 量に減し





高く、光療法を行わなかった対照群、放射照度を 1/2 量に減したLED 、緑色LED 、mixed LED との間
に統計学的有意差を認めた。
以上の結果から、 mixed LED 照射は治療効果を備えかっ副反応が少ない理想の黄症治療法と考え
られた。
